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コミュニティバス　「山ゆり号」

　
本
文
中
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

な
お
、取
り
上
げ
た
用
語
の
横
に
線（
＊ 　
）

を
付
け
て
い
ま
す
。

　
◆
内
航
フ
ィ
ー
ダ
ー
（
二
面
）

　

輸
出
入
貨
物
の
国
内
港
間
輸
送
の
こ
と
で
、

基
幹
航
路
の
コ
ン
テ
ナ
船
が
寄
港
す
る
港
と

寄
港
し
な
い
港
の
間
を
船
舶
に
よ
り
輸
送
し

ま
す
。

　
◆
平
和
市
長
会
議
（
二
面
）

　

広
島
・
長
崎
両
市
長
が
昭
和
五
十
七
年
に

提
唱
し
た
「
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
の
都
市

連
帯
推
進
計
画
」
に
賛
同
す
る
世
界
各
国
の

都
市
で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。
二
十
二
年

八
月
一
日
現
在
、
百
四
十
四
カ
国
、
四
千
六

十
九
都
市
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　
◆
ヒ
ブ
（
二
面
）

　

髄
膜
炎
、
敗
血
症
、
肺
炎
な
ど
、
全
身
感

染
症
を
引
き
起
こ
す
病
原
細
菌
で
、
乳
幼
児

の
細
菌
性
髄
膜
炎
の
原
因
と
し
て
一
番
多
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　議員の資産公開制度とは？
　「政治倫理の確立のための川崎市議会の議員の資産
等の公開に関する条例」に基づき、市民の信頼の確保と
より開かれた市政の実現のため、川崎市市議会議員は
資産などを自ら公開することとしています。
　議員は、任期開始のときに資産等報告書を公開する
ほか、毎年、前年中に新たに取得した資産や所得なども
公開しています。
　報告書は、議会局にて閲覧することができます。
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文

　
　
　

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

　
　
　
三
年
間
続
い
た
全
校
参
加
方
式
が
抽
出

方
式
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
拙
速
だ
っ

た
と
の
批
判
が
出
て
い
る
。
文
部
科
学
省
は
検

討
会
議
を
設
置
し
、
全
国
の
教
育
委
員
会
を
対

象
に
今
後
の
調
査
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
た
が
、
市
の
回
答
内
容
は
。

　
　
　

市
で
は
小
学
校
五
年
生
と
中
学
校
全
学

年
を
対
象
に
独
自
の
学
習
状
況
調
査
を
行
っ
て

お
り
、
中
学
校
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

が
二
教
科
で
あ
る
の
に
対
し
、
市
は
五
教
科
を

実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
詳
細
な
学
力
の

状
況
な
ど
は
把
握
で
き
る
た
め
、
調
査
方
式
は

抽
出
方
式
の
み
が
よ
い
と
回
答
し
た
。

　
教
科
書
採
択

　
　
　
教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議
会
の
提
言

を
も
と
に
、
二
十
一
年
三
月
に
文
部
科
学
省
が

都
道
府
県
教
育
委
員
会
あ
て
通
知
を
出
し
て
い

る
が
、
市
は
採
択
手
続
き
を
見
直
す
の
か
。

　
　
　

通
知
で
は
採
択
に
あ
た
り
十
分
な
調
査

研
究
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
市
で
は

従
来
か
ら
教
科
用
図
書
選
定
審
議
会
と
そ
の
下

部
組
織
で
あ
る
調
査
研
究
会
を
設
置
し
、
全
種

目
の
教
科
書
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
教

育
委
員
会
は
審
議
会
の
報
告
や
独
自
の
調
査
な

ど
を
も
と
に
四
採
択
地
区
ご
と
に
教
科
書
を
採

択
し
て
お
り
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い

二
十
三
年
度
か
ら
一
新
さ
れ
る
教
科
書
も
同
様

の
手
続
き
で
採
択
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
手

続
き
の
透
明
化
を
図
る
た
め
、
審
議
会
の
議
事

録
や
資
料
な
ど
は
事
後
に
原
則
公
開
し
て
い
る
。

　
新
総
合
計
画
「
川
崎
再
生
フ
ロ
ン

　
テ
ィ
ア
プ
ラ
ン
」
第
三
期
実
行
計
画

　
　
　
新
総
合
計
画
十
年
の
総
仕
上
げ
と
な
る

第
三
期
実
行
計
画
は
ど
こ
に
重
点
を
置
い
て
策

定
す
る
の
か
。

　
　
　

厳
し
い
財
政
状
況
下
に
お
い
て
も
、
高

齢
者
の
支
援
、
子
育
て
環
境
の
整
備
や
雇
用
･

経
済
対
策
な
ど
市
民
生
活
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
着
実
に
提
供
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
社

会
経
済
環
境
の
変
化
に
的
確
か
つ
機
動
的
に
対

応
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、

環
境
・
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
、
福
祉
分
野

の
未
来
産
業
の
振
興
な
ど
引
き
続
き
国
際
社
会

に
貢
献
し
、
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
元
気
都

市
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
子
ど
も
手
当

　
　
　
支
給
事
務
に
多
く
の
職
員
が
投
入
さ
れ

て
い
る
が
、
事
務
負
担
の
内
容
は
。
ま
た
市
が

独
自
に
支
給
し
て
い
る
手
当
や
助
成
に
つ
い
て
、

今
後
の
取
り
扱
い
は
。

　
　
　

事
務
委
託
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
設
置
と

と
も
に
、
職
員
の
応
援
体
制
を
組
み
な
が
ら
進

め
て
い
る
が
、
法
改
正
か
ら
の
準
備
期
間
が
短

い
こ
と
や
児
童
手
当
法
と
の
関
連
も
あ
り
審
査

な
ど
が
複
雑
で
、
事
務
負
担
も
多
く
発
生
し
て

い
る
。
市
の
手
当
や
助
成
は
、
国
の
子
ど
も
施

策
の
動
向
を
踏
ま
え
、
子
育
て
施
策
全
体
の
中

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
保
育
所
待
機
児
童
対
策

　
　
　
民
間
事
業
者
を
活
用
し
て
保
育
施
設
の

設
置
を
急
ぐ
中
で
、
需
給
面
か
ら
見
た
保
育
士

の
状
況
は
。
ま
た
保
育
中
の
事
件
・
事
故
が
目

立
つ
が
、
民
間
事
業
者
へ
の
安
全
の
担
保
は
ど

の
よ
う
に
徹
底
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

各
事
業
者
が
指
定
保
育
士
養
成
校
と
の

連
携
を
図
る
な
ど
、
保
育
士
の
確
保
に
努
め
て

い
る
た
め
、
保
育
所
の
開
設
に
影
響
は
生
じ
て

い
な
い
。
保
育
園
児
の
安
全
対
策
は
、
事
業
者

に
対
し
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や
遊
具

の
日
々
の
点
検
の
実
施
な
ど
の
指
導
・
監
督
を

行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
徹
底
し
て
い
く
。

　
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
助
成
金

　
　
　
創
設
の
趣
旨
は
。
ま
た
助
成
制
度
に
よ

り
、減
量
が
予
想
さ
れ
る
生
ご
み
の
量
な
ど
は
。

　
　
　

循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
生
ご

み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
は
重
要
で
あ
る

た
め
、
十
世
帯
以
上
で
構
成
す
る
市
民
団
体
を

対
象
に
、
家
庭
か
ら
発
生
す
る
生
ご
み
を
堆
肥

化
し
て
、
農
地
や
公
共
の
花
壇
で
有
効
活
用
す

る
活
動
を
支
援
す
る
目
的
で
制
度
を
創
設
し

た
。
減
量
さ
れ
る
生
ご
み
は
、
年
間
で
三
十
ト

ン
程
度
を
想
定
し
て
お
り
、
現
在
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
の
活
動
が
さ
ら
に
促

進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
団
体
の
立
ち
上

げ
な
ど
活
動
の
輪
の
広
が
り
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
な
ど
も
期
待
し
て
い
る
。

　
小
杉
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
二
十
二
年
三
月
の
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
武
蔵

小
杉
駅
開
業
に
伴
う
人
の
流
れ
の
変
化
と
発
生

し
た
課
題
は
。

　
　
　

中
丸
子
や
市
ノ
坪
方
面
に
向
か
う
方
が

横
須
賀
線
口
を
利
用
す
る
な
ど
駅
周
辺
の
利
便

性
が
向
上
し
、
乗
降
客
数
も
二
割
ほ
ど
増
加
し

て
い
る
。
ま
た
駅
に
停
車
す
る
列
車
の
速
度
が

落
ち
る
た
め
踏
切
の
遮
断
時
間
に
影
響
が
出
て

お
り
今
後
対
策
を
協
議
し
て
い
く
。
な
お
南
武

線
と
横
須
賀
線
と
の
連
絡
通
路
は
、
二
十
二
年

度
に
現
在
の
三
百
九
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
百
メ
ー

ト
ル
短
縮
す
る
工
事
と
併
せ
て
、
動
く
歩
道
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　
　
　
国
の
事
業
仕
分
け
に
よ
る
選
挙
執
行
経

費
の
大
幅
な
削
減
の
影
響
と
対
応
は
。

　
　
　

十
九
年
の
参
議
院
選
挙
の
執
行
経
費
三

億
二
千
七
百
万
円
に
対
し
、
16
・
２
％
、
約
五

千
万
円
強
が
減
額
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
に
も
従
事
職
員
の
週
休
日
の
振
替
制
度

の
積
極
的
な
活
用
や
管
理
職
の
動
員
に
よ
る
経

費
削
減
を
図
っ
て
き
た
が
、
二
十
二
年
七
月
の

選
挙
で
は
、
一
投
票
所
に
配
置
す
る
市
職
員
数

を
五
人
か
ら
四
人
に
す
る
と
と
も
に
投
票
所
運

営
経
費
の
減
額
を
行
い
、
開
票
に
つ
い
て
も
職

員
な
ど
の
配
置
基
準
の
見
直
し
や
人
材
派
遣
の

増
員
な
ど
で
対
応
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
九
都
県
市
首
脳
会
議
、
口
蹄
疫

の
感
染
拡
大
、
川
崎
冷
蔵（
株
）の
経
営
、
入
札

制
度
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

　
普
天
間
基
地
の
移
転
問
題
　

　
　
　
沖
縄
県
民
の
思
い
に
反
し
日
米
合
意
が

優
先
さ
れ
た
結
果
と
な
っ
た
が
市
長
の
見
解
は
。

　
　
　

移
転
問
題
は
平
成
八
年
か
ら
議
論
さ
れ

微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
結
論
を
出
し
た
難
し

い
問
題
で
あ
る
。
そ
の
間
の
沖
縄
県
民
な
ど
の

苦
労
に
対
し
、具
体
的
見
通
し
が
な
い
中
で
「
最

低
で
も
県
外
移
設
」
を
明
言
し
た
こ
と
は
県
民

だ
け
で
な
く
国
民
全
体
の
混
乱
を
招
い
た
と
考

え
る
。
沖
縄
の
基
地
問
題
は
議
論
や
折
衝
の
歴

史
的
な
積
み
重
ね
が
大
事
で
あ
り
、
今
後
も
多

く
の
議
論
な
ど
が
続
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
新
た
な
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

　
策
定
の
考
え
方

　
　
　
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
」

と
言
い
な
が
ら
「
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
拠
点

駅
を
中
心
と
し
た
整
備
を
引
き
続
き
推
進
す
る
」

と
し
て
い
る
。
新
た
な
財
政
需
要
を
呼
び
起
こ

す
大
規
模
な
開
発
を
ど
う
総
括
す
る
の
か
。
ま

た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
は
。

　
　
　

市
は
地
理
的
優
位
性
な
ど
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
、
魅
力
あ
る
都
市

拠
点
の
形
成
を
進
め
て
き
た
。
人
口
増
加
期
に

は
多
く
の
方
が
利
用
し
や
す
く
、
ま
た
高
齢
化

が
進
展
し
た
人
口
減
少
期
に
も
利
用
で
き
る
よ

う
、
都
市
拠
点
に
効
率
的
に
都
市
機
能
を
整
備

し
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

　
雇
用
問
題

　
　
　
二
十
二
年
三
月
末
の
市
立
高
校
全
日
制

の
就
職
内
定
率
は
92
・
２
％
で
全
国
平
均
を
下

回
っ
て
い
る
。
高
卒
未
就
職
者
と
企
業
を
結
び

付
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
て
は
。

　
　
　

国
が
新
卒
者
体
験
雇
用
事
業
を
創
設
す

る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
お
り
、
市
も
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
二
十
二
年
七
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
協
働
で
開
設
す
る
「
か
わ
さ
き
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
活
用
を
呼
び
か
け
る

な
ど
継
続
的
な
支
援
を
行
い
た
い
。

　
小
児
医
療
費
助
成
制
度

　
　
　
制
度
拡
充
は
二
十
一
年
の
市
長
選
挙
に

お
け
る
公
約
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
二

十
三
年
四
月
に
は
拡
充
に
踏
み
出
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

小
児
医
療
費
助
成
制
度
は
重
要
な
子
育

て
支
援
施
策
と
考
え
る
が
、
子
ど
も
手
当
に
地

方
負
担
が
残
る
な
ど
の
財
政
的
課
題
も
あ
る
。

今
後
は
国
の
子
ど
も
手
当
の
動
向
や
市
の
財
政

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
任
期
中
に
所
得
制
限
の

緩
和
や
通
院
助
成
対
象
年
齢
の
拡
大
を
実
現
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
保
育
所
待
機
児
童
対
策

　
　
　
保
育
施
設
の
増
設
に
は
用
地
確
保
が
不

可
欠
で
あ
り
、
国
有
地
・
県
有
地
を
利
用
で
き

る
よ
う
国
・
県
に
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。
ま

た
市
の
企
業
会
計
部
局
の
土
地
も
活
用
し
て
は
。

　
　
　

認
可
保
育
所
の
整
備
に
は
一
定
の
用
地

面
積
が
必
要
で
あ
り
、
将
来
も
継
続
的
な
保
育

需
要
が
見
込
ま
れ
る
地
域
が
望
ま
し
い
。
保
育

所
に
適
し
た
土
地
が
あ
る
場
合
は
国
や
県
に
働

き
か
け
た
り
、
市
の
企
業
会
計
部
局
の
土
地
に

つ
い
て
は
利
用
に
向
け
調
整
し
て
い
き
た
い
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

　
　
　
小
田
急
線
百
合
ヶ
丘
駅
と
麻
生
区
高
石

地
区
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
山
ゆ
り
号
」

の
三
回
目
の
試
行
運
行
が
二
十
二
年
六
月
に
開

始
さ
れ
た
。
本
格
運
行
に
つ
な
げ
る
た
め
、
運

行
経
費
へ
の
補
助
も
含
め
見
解
は
。

　
　
　

今
回
の
試
行
で
は
地
元
の
方
が
共
に
支

え
合
う
制
度
と
し
て
の
サ
ポ
ー
タ
ー
割
引
制
度

や
高
齢
者
な
ど
へ
の
割
引
制
度
を
導
入
し
て
お

り
、
高
齢
者
な
ど
の
外
出
に
効
果
が
期
待
さ
れ

る
。
試
行
後
は
安
全
性
や
割
引
制
度
の
効
果
を

検
証
す
る
と
と
も
に
本
格
運
行
の
実
現
を
検
討

す
る
が
、
市
も
車
両
購
入
費
や
高
齢
者
へ
の
割

引
補
助
な
ど
適
切
な
支
援
、検
討
を
行
い
た
い
。

　
殿
町
三
丁
目
地
区
に
お
け
る

　
研
究
開
発
拠
点
の
形
成

　
　
　
研
究
開
発
へ
の
支
援
が
自
治
体
と
し
て

最
優
先
に
取
り
組
む
課
題
か
疑
問
で
あ
る
。
研

究
機
関
な
ど
の
集
積
に
は
膨
大
な
支
出
が
必
要

だ
が
、新
た
な
誘
導
策
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

国
は
二
十
二
年
六
月
を
目
途
に
取
り
ま

と
め
る
新
成
長
戦
略
で
、
税
財
政
面
の
優
遇
措

置
な
ど
を
盛
り
込
む
総
合
特
区
の
創
設
を
検
討

し
て
い
る
。
殿
町
三
丁
目
地
区
で
は
中
核
施
設

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
特
区
制
度

の
活
用
に
よ
り
国
の
施
策
な
ど
を
誘
導
し
研
究

開
発
機
関
の
立
地
促
進
を
図
る
な
ど
、
先
端
的

な
研
究
開
発
拠
点
の
形
成
に
取
り
組
み
た
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
中
小
企
業
支
援
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

用
語
の
解
説

て
い


